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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第38期

第１四半期連結
累計期間

第39期
第１四半期連結
累計期間

第38期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年６月30日

自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（百万円） 112,634 105,486 484,390

経常損失（百万円） △15,971 △4,885 △31,808

四半期（当期）純損失（百万円） △13,629 △3,798 △40,889

四半期包括利益又は包括利益（百万円） △10,753 △1,759 △39,868

純資産額（百万円） 60,199 31,310 33,040

総資産額（百万円） 349,418 277,417 298,274

１株当たり四半期（当期）純損失（円） △89.70 △22.51 △261.03

潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益
（円）

－ － －

自己資本比率（％） 17.2 11.3 11.1

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期

（当期）純損失であるため記載しておりません。

４．第38期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企

業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

なお、前連結会計年度まで報告セグメントとして区分しておりました「住宅等不動産販売事業」は、事業縮小により

重要性が低下したため、当第１四半期連結累計期間より「その他」に含めております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

(1)　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

(2)　提出会社の経営に重要な影響を及ぼす事象

当社グループは、前連結会計年度まで２期連続で営業損失・当期純損失を計上しており、当第１四半期連結累

計期間においては、収支は大幅に改善しているものの、営業損失38億31百万円、当期純損失37億98百万円を計上す

る結果となりました。

当該提出会社の経営に重要な影響を及ぼす事象を解消し、又は改善するための対応策は「第２　事業の状況 ３

財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析 （5）提出会社の経営に重要な影響を及ぼす事象」に

記載の通りであります。

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

（1）経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間における国内経済は、震災後に大きく落ち込んだ生産活動に回復の動きが見られた

ものの、円高の長期化や資源価格の高騰、電力供給制限の影響などにより、先行き不透明な状況で推移しました。

住宅業界においては、住宅支援政策の効果等により全体では回復傾向にあるものの、貸家については新設着工戸

数の減少が続いており、厳しい経営環境が長期化しております。

このような状況のなか、当社グループは、早期黒字化ならびに安定的な収益体質への転換を実現すべく、各種施

策の実行や徹底的なコスト削減に取り組んでおります。また、応急仮設住宅の建設や賃貸住宅の割引提供等を通

じて、東日本大震災の復興支援を続けております。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は1,054億86百万円（前年同期比6.3％減）、営業損失は

38億31百万円（前年同期比90億55百万円改善）、経常損失は、海外子会社等の期末評価替えに伴う為替差損13億

90百万円の発生等により48億85百万円（前年同期比110億86百万円改善）、四半期純損失は37億98百万円（前年

同期比98億30百万円改善）となりました。

なお、当社グループでは、アパート建築請負事業は賃貸入居需要の最繁忙期である第４四半期に完成する請負

契約が多く、賃貸事業はアパート完成に伴い管理戸数が増加することから、業績に季節的変動があります。

 

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

①賃貸事業

　当第１四半期連結累計期間末の入居率は80.87％（前年同期末比1.78ポイントアップ）となりました。これは

主に、供給戸数の抑制を図るとともに、ＦＣ制度（レオパレスパートナーズ）の拡大による集客窓口の増加、法

人営業の強化等によるものであります。

　賃貸事業においては、早期黒字化へ向け、引き続きＦＣ制度強化・法人契約獲得に注力するとともに、ホームセ

キュリティシステムの設置等による家賃単価の向上ならびに付帯収益の拡大を図るほか、相場賃料を踏まえた

借上げ家賃の見直し、定型的な物件管理業務の見直し等によるコスト削減に取り組んでおります。

　なお、当第１四半期末の管理戸数は571千戸（前年度末比6百戸減）、直営店数は163店（前年度末比1店減）、加

盟店数は135店舗（前年度末比14店増）といたしました。

　これらの結果、売上高は917億43百万円（前年同期比7.1％増）、営業損失は20億8百万円（前年同期比77億36百

万円改善）となりました。
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②アパート建築請負事業

当第１四半期連結累計期間の受注高は29億63百万円（前年同期比82.5％減）、受注残高は1,153億78百万円

（前年同期末比35.5％減）となりました。 

アパート建築請負事業においては、賃貸事業の収益改善への寄与のため、確実な入居需要が見込まれる地域に

特化した受注活動を行うほか、供給戸数に影響しない「施主管理物件」の販売、物件価値の向上にも繋がる太陽

光発電システムやホームセキュリティシステムの販売を推進しております。

また、資材調達価格の低減、事業所・人員配置の見直し等によるコスト削減を図っております。なお、当第１四

半期末の店舗数は51店（前年度末比24店減）といたしました。

これらの結果、売上高は95億70百万円（前年同期比56.1％減）、営業損失は7億79百万円（前年同期比12億40

百万円改善）となりました。 

③ホテルリゾート関連事業

　グアムリゾート施設及び国内ホテルの売上高は17億81百万円（前年同期比5.3％減）、営業損失は1億37百万円

（前年同期比24百万円悪化）となりました。　

④その他事業

　シルバー事業、少額短期保険業、住宅等不動産販売事業、ファイナンス事業等のその他事業は、売上高23億91百

万円（前年同期比26.3％減）、営業損失は2億43百万円（前年同期比36百万円改善）となりました。

　なお、前連結会計年度まで報告セグメントとして区分しておりました「住宅等不動産販売事業」は、事業縮小に

より重要性が低下したため、当第１四半期連結累計期間より「その他」に含めております。　

（2）財政状態の分析　

当第１四半期連結累計期間末の総資産は、前連結会計年度末比208億56百万円減少の2,774億17百万円となり

ました。主な要因は、現金及び預金が130億51百万円、売掛金が23億97百万円、長期前払費用が45億円それぞれ減

少したことによるものであります。

負債の合計は、前連結会計年度末比191億26百万円減少の2,461億6百万円となりました。主な要因は、有利子負

債残高が87億61百万円増加の526億19百万円となった一方、工事未払金が79億16百万円、未払金が35億74百万円、

長短前受金が108億67百万円、空室損失引当金が24億43百万円それぞれ減少したことによるものであります。

純資産の合計は、前連結会計年度末比17億30百万円減少の313億10百万円となりました。主な要因は、為替換算

調整勘定のマイナス残高が20億45百万円減少した一方、四半期純損失の計上により利益剰余金が37億98百万円

減少したことによるものであります。なお、自己資本比率は前連結会計年度末比0.2ポイント上昇し11.3％とな

りました。

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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（5）提出会社の経営に重要な影響を及ぼす事象

当社グループは、前連結会計年度まで２期連続で営業損失・当期純損失を計上しており、当第１四半期連結累

計期間においては、収支は大幅に改善しているものの、営業損失38億31百万円、当期純損失37億98百万円を計上す

る結果となりました。当社グループは、この状況を改善すべく経営改善策を着実に実施し、早期黒字化へ向け、以

下のような施策に取組んでおります。

組織体制の整備

・東日本大震災の復興支援、全社規模での事業企画及び広報を目的として「総合企画室」を新設しました。

・入居者様およびオーナー様への総合的対応部署として「資産管理統括部」を新設しました。

・加盟店制度であるレオパレスパートナーズ出店促進並びに同業務スキル強化のために「パートナー営業統

括部」を新設しました。

・物件新規供給に関して営業から建築まで一貫して管理できるよう事業統括管理本部を建築請負事業部に統

合しました。

・バックオフィス機能の充実と効率化を図るべく本部管理部門を「経営管理本部」に集約しました。

賃貸部門の収益強化

・レオパレスパートナーズの店舗拡大・強化、法人営業強化等を通して入居率の改善を図り、売上増加を推進

します。

・ホームセキュリティシステムや太陽光発電システムの設置等により物件価値を向上させることで、お客様の

ニーズに応えつつ、収益増加の実現を目指します。

・プロパンガス料金、巡回清掃費、ごみ自主回収費用、浄化槽委託費等の物件管理コストを見直すことにより、

収益力を強化します。

販売費及び一般管理費の削減

・業務の効率化を前提に事業所や人員配置の見直しを進め、地代家賃、人件費等を削減します。

・広告宣伝費用、販売促進費用等その他販売費及び一般管理費については、効率的な戦略を打ち出し費用対効

果の改善に努めます。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 500,000,000

計 500,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 175,443,915 175,443,915
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数
100株　

計 175,443,915 175,443,915 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）
平成23年４月１日～
平成23年６月30日

－ 175,443,915－ 56,562 － 31,587

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。　
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年6月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    4,568,900 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  170,857,800 1,708,578 －

単元未満株式 普通株式       17,215 － －

発行済株式総数 175,443,915 － －

総株主の議決権 － 1,708,578 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれております。また、「議決

権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数10個が含まれております。

②【自己株式等】

 平成23年6月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
の合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
割合（％）

株式会社レオパレス21
東京都中野区本町
二丁目54番11号

4,568,900 － 4,568,900 2.60

計 － 4,568,900 － 4,568,900 2.60

（注）上記のほか、四半期連結財務諸表において自己株式として認識している当社株式が2,038,500株あります。これは、

当第１四半期連結会計期間末現在において「レオパレス２１従業員持株会信託口」（以下「信託口」という。）が

所有している当社株式であり、会計処理上、当社と信託口は一体であると認識し、信託口が所有する当社株式を自己

株式として計上していることによるものであります。　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 40,674 27,622

売掛金 6,259 3,862

完成工事未収入金 2,117 2,452

営業貸付金 4,311 4,008

販売用不動産 13 13

仕掛販売用不動産 104 104

未成工事支出金 586 850

原材料及び貯蔵品 457 471

前払費用 23,878 22,557

繰延税金資産 3,712 3,712

未収入金 1,234 516

その他 11,872 10,685

貸倒引当金 △1,005 △974

流動資産合計 94,219 75,883

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 59,191 59,053

土地 84,851 84,961

リース資産（純額） 3,510 3,356

建設仮勘定 66 169

その他（純額） 2,665 2,469

有形固定資産合計 150,284 150,010

無形固定資産 7,588 7,511

投資その他の資産

投資有価証券 6,534 6,801

長期貸付金 601 581

繰延税金資産 2,269 2,275

固定化営業債権 4,452 4,677

長期前払費用 34,222 29,721

その他 3,102 5,174

貸倒引当金 △5,077 △5,292

投資その他の資産合計 46,105 43,939

固定資産合計 203,979 201,461

繰延資産 75 72

資産合計 298,274 277,417
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,699 2,520

工事未払金 12,634 4,717

短期借入金 34,502 44,039

1年内償還予定の社債 560 560

リース債務 1,230 1,252

未払金 11,685 8,110

未払費用 4 68

未払法人税等 426 97

前受金 97,154 87,705

未成工事受入金 4,055 6,404

賞与引当金 － 229

完成工事補償引当金 133 118

保証履行引当金 135 165

災害損失引当金 1,189 536

地上デジタル放送対応引当金 1,188 826

資産除去債務 30 29

その他 6,090 4,415

流動負債合計 173,719 161,798

固定負債

社債 2,600 2,600

長期借入金 2,227 1,609

リース債務 2,738 2,558

退職給付引当金 7,873 7,901

空室損失引当金 32,605 30,161

長期預り敷金保証金 26,035 24,679

資産除去債務 47 46

長期前受金 14,830 13,411

長期未払金 1,210 23

その他 1,344 1,317

固定負債合計 91,513 84,308

負債合計 265,233 246,106

純資産の部

株主資本

資本金 56,562 56,562

資本剰余金 34,334 34,152

利益剰余金 △46,552 △50,351

自己株式 △5,502 △5,293

株主資本合計 38,842 35,071

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 204 193

繰延ヘッジ損益 △3 －

為替換算調整勘定 △6,018 △3,972

その他の包括利益累計額合計 △5,817 △3,778

新株予約権 15 18

純資産合計 33,040 31,310

負債純資産合計 298,274 277,417
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 112,634 105,486

売上原価 109,590 97,330

売上総利益 3,043 8,155

販売費及び一般管理費 15,930 11,987

営業損失（△） △12,886 △3,831

営業外収益

受取利息 12 10

投資不動産販売収入 78 －

償却債権取立益 － 418

債務勘定整理益 － 411

その他 204 77

営業外収益合計 295 917

営業外費用

支払利息 383 304

支払手数料 190 158

為替差損 2,658 1,390

持分法による投資損失 53 76

その他 94 41

営業外費用合計 3,380 1,971

経常損失（△） △15,971 △4,885

特別利益

固定資産売却益 0 －

貸倒引当金戻入額 3 －

賞与引当金戻入額 2,605 －

新株予約権戻入益 82 －

役員退職慰労未払金戻入額 － 1,185

特別利益合計 2,691 1,185

特別損失

固定資産除却損 49 20

減損損失 228 18

貸倒引当金繰入額 3 －

災害による損失 － 4

特別損失合計 281 43

税金等調整前四半期純損失（△） △13,562 △3,743

法人税等 66 54

四半期純損失（△） △13,629 △3,798
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

四半期純損失（△） △13,629 △3,798

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △118 △10

為替換算調整勘定 2,994 2,045

持分法適用会社に対する持分相当額 0 3

その他の包括利益合計 2,876 2,038

四半期包括利益 △10,753 △1,759

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △10,753 △1,759
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

税金費用の計算 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対

する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を

乗じて計算しております。

なお、当連結会計年度は課税所得の発生が見込まれないため、当第１四半期連結会計期間につい

ては、法人住民税均等割額年間発生見積額の４分の１に相当する金額を税金費用として計上して

おります。

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１　保証債務

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

　
　

当第１四半期連結会計期間
（平成23年６月30日）

(1) 住宅ローンを利用する顧客のため

の金融機関に対する保証債務
1,615百万円 　

(1) 住宅ローンを利用する顧客のため

の金融機関に対する保証債務
1,596百万円

(2) 会員権ローンを利用する顧客のた

めの金融機関に対する保証債務
21百万円 　

(2) 会員権ローンを利用する顧客のた

めの金融機関に対する保証債務
21百万円

計 1,636百万円 　 　 1,618百万円

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自平成23

年４月１日　至平成23年６月30日）

当社グループは、アパート建築請負事業は賃貸入居需要の最繁忙期である第４四半期に完成する請負契約が多く、

賃貸事業はアパート完成に伴い管理戸数が増加することから、業績に季節的変動があります。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期連結累計期間に係る四

半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形

固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

減価償却費 1,541百万円 1,512百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

１．配当に関する事項

該当事項はありません。

２．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

　Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

１．配当に関する事項

該当事項はありません。

２．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　 報告セグメント　

その他

（注1）
合計

調整額

（注2）

　

四半期連結

損益計算書

計上額

（注3）　

　 賃貸事業
アパート
建築請負
事業

ホテル
リゾート
関連事業

住宅等
不動産
販売事業

計

売上高    　      

外部顧客への売上高 85,68721,8201,8801,140110,5292,104112,634－ 112,634
セグメント間の内部売上
高

又は振替高
81 － 594 － 675 12 688△688 －

計 85,76821,8202,4741,140111,2052,117113,322△688 112,634

セグメント利益又は損失
(△)

△9,745△2,019△112 99△11,778△379△12,158△728△12,886

（注）1．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、シルバー事業、少額短期保険業、ファ

イナンス事業等を含んでおります。

2．セグメント利益又は損失(△)の調整額△728百万円には、セグメント間取引消去△688百万円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△40百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理

部門に係る一般管理費であります。

3．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「賃貸事業」及び「ホテルリゾート関連事業」セグメントにおいて、賃料相場の低迷及び継続的な地価の下落な

どにより収益性が著しく低下した賃貸用アパート及び国内ホテルの帳簿価額を回収可能額まで減額しております。

なお、当第１四半期連結累計期間における当該減損損失の計上額は、「賃貸事業」で188百万円、「ホテルリゾート

関連事業」で39百万円であります。

（のれんの金額の重要な変動）

　　該当事項はありません。

（重要な負ののれんの発生益）

　　該当事項はありません。　
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　 報告セグメント　

その他

（注1）
合計

調整額

（注2）　

四半期連結

損益計算書

計上額

（注3）　

　 賃貸事業
アパート
建築請負
事業

ホテル
リゾート
関連事業

計

売上高         

外部顧客への売上高 91,7439,5701,781103,0952,391105,486－ 105,486
セグメント間の内部売上高
又は振替高

113 － 367 480 15 495 △495 －

計 91,8569,5702,148103,5752,406105,981△495 105,486

セグメント損失(△) △2,008△779 △137△2,925△243△3,169△662 △3,831

（注）1．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、シルバー事業、少額短期保険業、住宅

等不動産販売事業、ファイナンス事業等を含んでおります。

2．セグメント損失(△)の調整額△662百万円には、セグメント間取引消去△495百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△166百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に

係る一般管理費であります。

3．セグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。　

（追加情報）　

前連結会計年度まで報告セグメントとして区分しておりました「住宅等不動産販売事業」は、事業縮小により重要

性が低下したため、当第１四半期連結累計期間より「その他」に含めております。なお、当第１四半期連結累計期間に

おける「住宅等不動産販売事業」の売上高は0百万円、セグメント利益は6百万円であります。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「賃貸事業」セグメントにおいて、賃料相場の低迷及び継続的な地価の下落などにより収益性が著しく低下した

賃貸用アパートの帳簿価額を回収可能額まで減額しております。なお、当第１四半期連結累計期間における当該減

損損失の計上額は18百万円であります。

（のれんの金額の重要な変動）

　　該当事項はありません。

（重要な負ののれんの発生益）

　　該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 89円70銭 22円51銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純損失金額（百万円） 13,629 3,798

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（百万円） 13,629 3,798

普通株式の期中平均株式数（千株） 151,944 168,730

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

──　 ──

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失金額

であるため記載しておりません。　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。　
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２【その他】

　該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月３日

株式会社レオパレス２１

取締役会　御中

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 野辺地　勉　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 尾川　克明　 　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社レオパレス

２１の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社レオパレス２１及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

利害関係　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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